






第 64 期生名簿（2017 年４月〜2017 年９月）[10 名]	
	
第 65 期生名簿（2017 月 10 月〜2018 年３月）[13 名]	
氏名	 呼び名	 国籍	 専攻	 大学	
Than Aung アウン	 ミャンマー	 英語教育	 広島大学	
Simumba Sydney シドニー	 マラウイ	 教育行財政学	 広島大学	
Doraiswamy 
Karthikeyan 
カーティク	 インド	 機械システム工学	 広島大学	
Murugan Sundaravel スンダラベル	 インド	 機械システム工学	 広島大学	
Heryanto Arnold 
Giovanni 
アーノルド	 インドネシア	 機械物理工学	 広島大学	
Porjit Teerakarn ポージット	 タイ	 機械システム工学	 広島大学	
Le Anh Van バン	 ベトナム	 土木工学	 広島大学	
Gusti Gillang Noor 
Nugrahaning 
ギルラン	 インドネシア	 土木工学	 広島大学	
Muzhoffar Dimas Angga 
Fakhri 
ディマス	 インドネシア	 輸送環境システム	 広島大学	
Hasan Mehedi ハサン	 バングラディシュ	 歴史学	 広島大学	
Alam MD Jahangir アラム	 バングラディシュ	 歴史学	 広島大学	
Rubel MD Salimul 
Karim 
サリムル	 バングラディシュ	 再生医療	 広島大学	
Albitar Mohamad 
Ghaiath 
ムハンマド	 シリア	 建築工学	 広島大学	
	
氏名	 呼び名	 国籍	 専攻	 大学	
Khudhur Nawras Nazar ナウラス	 イラク	 情報工学	 広島大学	
La Vanny ラバニー	 カンボジア	 社会基盤環境工学	 広島大学	
Uddin Mohi ウディン	 バングラデシュ	 医療薬剤学	 広島大学	
Rios Poveda Diana ディアナ	 スペイン	 生物科学	 広島大学	
Nakayenga Joyce Justine 
Namutebi 
ジョイス	 ウガンダ	 社会基盤環境工学	 広島大学	
Gwedela Mayeso Naomi 
Victoria 
マイヨソ	 マラウイ	 神経生物学	 広島大学	
Sisabath Soubin ソビン	 ラオス	 教育文化	 広島大学	
Knox Sally Renee サリー	 オーストラリア	 教科教育学	 広島大学	
Nguyen Ngoc Thiet ティエット	 ベトナム	 開発技術	 広島大学	
Truong Mai Van バン	 ベトナム	 開発技術	 広島大学	
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講師一覧	
第 64 期（2017 年４月〜2017 年９月）	
専任	 	 中川正弘	 深見兼孝	 	
非常勤	 伊ヶ崎泰枝	 後藤美知子	 佐藤道雄	 杉本雅恵	
	
第 65 期（2017 年 10 月〜2018 年３月）	
専任	 	 中川正弘	 深見兼孝	 	
非常勤	 伊ヶ崎泰枝	 後藤美知子	 佐藤道雄	 杉本雅恵	
	
第 64 期(2017 年４月〜2017 年９月)予定表	
	 行事／試験等	 見学	 備考	





4/10– 4/14    
4/17 – 4/21    





5/1 – 5/5   5/3（水）憲法記念日（祝日） 
5/4（木）みどりの日（祝日） 
5/5（金）こどもの日（祝日） 
5/8– 5/12    
5/15 – 5/19    
5/22 – 5/26  5/26（金） 
宮島 
 
5/29 – 6/2    
6/5 – 6/9 6/8（木）中間テスト   
6/12– 6/16    
6/19 – 6/23    
6/26 – 6/30    
7/3– 7/7    
7/10 – 7/14    
7/17 – 7/21   7/17（月）海の日（祝日） 
7/24 – 7/28  7/28（金） 
マツダ 
 
7/31 – 8/1 8/1（火）期末テスト   
8/2 – 9/1 夏休み 





第 65 期(2017 年 10 月〜2018 年３月)予定表	
 行事／試験等 見学 備考 






10/9 – 10/13   10/9（月）体育の日（祝日） 
10/16 – 10/20    




10/30 – 11/3   11/3（金）文化の日（祝日） 
11/6 – 11/10    
11/13 – 11/17    
11/20 – 11/24  11/24（金） 
宮島 
11/23（水）勤労感謝の日（祝日） 
11/27 – 12/1    
12/4 – 12/8 12/7（木）中間テスト   
12/11 - 12/15    
12/18 – 12/22   12/23（土）天皇誕生日（祝日） 
12/25 – 1/5 冬休み 
1/8 – 1/12   1/8（月）成人の日（祝日） 
1/15 – 1/19    
1/22 – 1/26  1/26（金）
マツダ 
 
1/29 – 2/2    
2/5 – 2/9    
2/12- 2/16   2/12（月）建国記念の日（祝日） 
2/19 -2/23 2/22（木）期末テスト 
2/23（金）特別講義 
  












開 設 学期別週授業時数 受講登録者数
授 業 科 目
単位数 前 期 後 期 前 期 後 期
総合日本語初級ⅠＡ １・１ ２ ２ 47 35
総合日本語初級ⅠＢ １・１ ２ ２ 36 40
総合日本語初級ⅠＣ １・１ ２ ２ 37 37
総合日本語初級ⅠＤ １・１ ２ ２ 44 33
総合日本語初級ⅠＥ １・１ ２ ２
総合日本語初級ⅡＡ １・１ ２ ２ 23 13
総合日本語初級ⅡＢ １・１ ２ ２ 30 12
総合日本語初級ⅡＣ １・１ ２ ２ 26 13
総合日本語初級ⅡＤ １・１ ２ ２ 26 11
総合日本語中級ⅠＡ １ ２ 23
総合日本語中級ⅠＢ １ ２ 20
総合日本語中級ⅠＣ １ ２ 22
総合日本語中級ⅠＤ １ ２ 29
総合日本語中級ⅠＥ １ ２ 25
総合日本語中級ⅠＦ １ ２ 28
総合日本語中級ⅡＡ １ ２ 38
総合日本語中級ⅡＢ １ ２ 37





日本語聴解特別演習Ａ １ ２ 18
日本語聴解特別演習Ｂ １ 38
日本語分析特別演習Ａ １ ２ 24
日本語分析特別演習Ｂ １ 44
日本語表現特別演習Ａ １ ２ 21
日本語表現特別演習Ｂ １ 35
日本語語彙特別演習Ａ １ ２ 23
日本語語彙特別演習Ｂ １ 55





日本語･日本文化特別研究ⅡＡ ４ ４ 3
日本語･日本文化特別研究ⅡＢ ４ ４ 3
日本語･日本文化特別研究ⅡＣ ４ ４ 3
・霞キャンパス
開 設 学期別週授業時数 受講登録者数
授 業 科 目
単位数 前 期 後 期 前 期 後 期
総合日本語初級ⅠＡ １・１ ２ ２ 1 5
総合日本語初級ⅠＢ １・１ ２ ２ 2 15











































































開 設 学期別週授業時数 受講登録者数
授 業 科 目
単位数 前 期 後 期 前 期 後 期
Elementary Japanese I A ２ ２ 6
Elementary Japanese I B ２ ２ 5
Elementary Japanese I C ２ ２ 6
Elementary Japanese I D ２ ２ 4
Elementary Japanese I E ２ ２
Elementary Japanese II A ２・２ ２ ２ 5 3
Elementary Japanese II B ２・２ ２ ２ 5 3
Elementary Japanese II C ２・２ ２ ２ 5 3
Intermediate Japanese I A ２ ２ 13
Intermediate Japanese I B ２ ２ 14
Intermediate Japanese I C ２ ２ 12
Intermediate Japanese I D ２ ２ 9
Intermediate Japanese I E ２ ２ 9
Intermediate Japanese I F ２ ２ 7
Intermediate Japanese II A ２ ２ 53
Intermediate Japanese II B ２ ２ 57
Intermediate Japanese II C ２ ２ 33
Intermediate Japanese II D ２ ２ 19
Intermediate Japanese II E ２ ２ 19
Intermediate Japanese II F ２ ２ 12
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Advanced Japanese A (Listening) ２ ２ 14
Advanced Japanese B (Listening) ２ ２ 49
Advanced Japanese A (Analysis) ２ ２ 20
Advanced Japanese B (Analysis) ２ ２ 27
Advanced Japanese A (Expression) ２ ２ 18
Advanced Japanese B (Expression) ２ ２ 53
Advanced Japanese A (Lexical) ２ ２ 25
Advanced Japanese B (Lexical) ２ ２ 47
Advanced Japanese A (Cinema) ２ ２ 9





授業科目 Elementary Japanese I A・I B・I C・I D


































































































授業科目 Intermediate Japanese II A・II B















授業科目 Intermediate Japanese II C




















































授業科目 Advanced Japanese A (Listening)
担当教員 深見 兼孝
目 標 講演の日本語の内容を聞き取る能力を身につける。
内 容 第1回 導入。寝ているとき
第2回〜第4回 昨日の私と今日の私
第5回〜第6回 りんご 第7回 情報化社会
第8回 個性的であること 第9回〜第10回 話せばわかる






授業科目 Advanced Japanese B (Listening)
担当教員 深見 兼孝
目 標 ラジオドラマの日本語を聞き取る力を養成する。


















































1.諺の表現法 2.親と子 3.夫婦 4.恋愛
5.油断と用心 6.欲 7.酒 8.友 9.秘密
テキスト 自主教材、金子武雄『日本の諺』（１９８２年）等
成績評価 授業への出席状況とレポートによって評価する。









1.睡眠 2.病気 3.生死 4.季節 5.天候



































































































































































内 容 第1回 導入。寝ているとき
第2回〜第4回 昨日の私と今日の私
第5回〜第6回 りんご 第7回 情報化社会
第8回 個性的であること 第9回〜第10回 話せばわかる


























































1.諺の表現法 2.親と子 3.夫婦 4.恋愛












1.睡眠 2.病気 3.生死 4.季節 5.天候
























































































担当教員 山中 康子・渡部 浩見
目 標 かな及び基本的な漢字の読み方・書き方、初歩的な文法を習得させ る。


















































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	（担当者）	
10月	
	 3日	 プレイスメントテスト1	 	
	 5日	 開講式	
	 7日	 プレイスメント・テスト２	
	 	 	 オリエンテーション	 中川	
	 14日	 広島見学１（広島城・平和公園）	 石原	




	 4日	 特別講義「日本語と文体	I」		 中川	
	 11日	 特別講義「現代日本語の語彙	I」		 田村	
	 25日	 宮島見学	 石原	
	
12月	
	 	 2日	 特別講義「現代日本語の語彙	II」		 田村	
	 16日	 特別講義「俳句入門」		 浮田	
	
	1月	
	 ６日	 マツダ見学	 石原	
	 13日	 特別講義「第二言語としての日本語の習得」	 畑佐	
	 20日	 特別講義「グローバル社会における日本の大学と地域」	 恒松	
	 27日	 特別講義「インド仏教と日本文化」	 本田	
	3月	

































	 平成10年 10月の「日韓共同宣言」、平成12年 8月に文部省より通知のあった「日韓
共同理工系学部留学生事業実施要項」、同年 8 月に決定された「広島大学日韓理工系学
部留学生事業」実施要項および「広島大学日韓理工系学部留学生事業」入学前予備教育


































































	 	 	 	 坂田	
2	
	 	 日本語中級A	 	 数学	 日本語中級B	 日韓比較文化論	















深見	 松尾	 渡邉	 中川	 	 	
5	
	 	















W1 10/8-10/14 9 体育の日   
W2 10/15-10/21  20 終日 広島見学  
W3 10/22-10/28    
W4 10/29-11/4 3 文化の日   
W5 11/5-11/11    
W6 11/12-11/18    
W7 11/19-11/25 23 勤労感謝の日   
W8 11/26-12/2  1 終日 宮島見学  
W9 12/3-12/9    
W10 12/10-12/16    
W11 12/17-12/23 23 天皇誕生日 22 マツダ見学  
W12 12/24-12/25    
   冬休み（12/26-1/5）   
W12 1/7-1/13 8 成人の日   
W13 1/14-1/20    
W14 1/21-1/27    
W15 1/28-2/3 専門科目終了   
Ｗ16 2/4-2/10    
Ｗ17 2/11-2/14 11 建国記念日   
W18  春休み（2/15- ）   







	 1993 年に日米文化教育交流会議 (The United States - Japan Conference on Cultural 
and Educational Interchange : 通称カルコン CULCON) が開催され日米間の学生交流の
促進が謳われ、政府支援の下、1995‐96 年に 8 国立大学が短期学生交流プログラムを開
始した。広島大学短期交換留学プログラム（Hiroshima University Study Abroad Program、 
以下 HUSA プログラム）は、その 8 国立大学の１つとして、1996 年に開始され、これま
で積極的に学生交流を促進してきた。よって、当初の本学の短期交換留学プログラムの目
的は、米国の高等教育機関との交流を中心とするものであった。しかし、プログラムは徐々
に拡大し、現在は、世界中に点在する協定大学 93 大学及び 2 コンソーシアム（University 












ている大学間コンソーシアムの INU(International Network of Universities) を活用し、ア
メリカ教授によるオンライン・ビデオ講義を駆使した国際教養科目を開講し、本学の派遣
留学予備軍の養成を目指している。 
さらに、2000 年より、コンソーシアム型学生交流の促進を目指し UMAP (University 
Mobility in Asia and Pacific) 事業に参加し、留学した学生の単位互換をより公平、且つ正
確に行うため UMAP が開発した UCTS（UMAP 単位互換方式、UMAP Credit Transfer 
Scheme）を採用し、全協定大学に対する本学の教育プログラムの透明性と互換性を高めて
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授業科目名 単位数 備考 
Family Life in Japan 2 単位 教育学部 
<3T> The Independent Study on Japanese Companies and Organization 1 単位 教育学部 
<3T> The Independent Study on Japanese Culture and Peace 1 単位 教育学部 
<3T> The Japanese Culture and Peace 2 単位 教育学部 
<3T> Study on International Issues and Challenges 3 単位 教育学部 
Japanese Society and Gender Issues 2 単位 教育学部 
Globalization Support Internship I: Career Theory and Practice 2 単位 教育学部 
Globalization Support Internship II: Practicum 2 単位 教育学部 
<3T>Study on Japanese Companies and Organization 2 単位 教育学部 
Japanese Society and Lifestyle B 2 単位 総合科学部 
 
２．常設科目【Integrated Course】 
授業科目名 単位数 備考 
Global Environmental Issues and Managements 2 単位 生物生産学部 
Insect Science 2 単位 生物生産学部 
Fish Production 2 単位 生物生産学部 
Plankton Biology 2 単位 生物生産学部 
Physiology of Field Crop Production 2 単位 生物生産学部 
Animal Science and Technology 2 単位 生物生産学部 
Molecular-Level Understanding of Functionality of Foods 2 単位 生物生産学部 
Modern Food Science 2 単位 生物生産学部 
English Phonology 2 単位 文学部 
Seminar in English Debate 2 単位 総合科学部 
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Introduction to Phonetics and Phonology 2 単位 総合科学部 
<3T>Earth Environmental Chemistry 2 単位 総合科学部 
<3T>Hinduism and Buddhism in South Asia 2 単位 総合科学部 
Topics in Algebra 2 単位 理学部 
Geometry D 2 単位 理学部 
Mathematical Analysis B 2 単位 理学部 
English Seminar on Earth and Planetary Sciences 1 単位 理学部 
Qualitative Research Methods 2 単位 教育学部 




授業科目名 単位数 備考 
<2T> Study on Japanese Companies & Organizations 2 単位 教育学部 
<1T> The Independent Study on Japanese Culture and Peace 1 単位 教育学部 
<1T> Study on International Issues and Challenges 3 単位 教育学部 
Japanese Society and Lifestyles A 2 単位 総合科学部 
Modern Chemistry 2 単位 理学部 
Recent Developments in Biological Sciences 2 単位 理学部 
Introduction to Advanced and Integrated Science 1 単位 理学部 
<2T>Japanese Art and Global Education 2 単位 教育学部 
<2T> The Independent Study on Japanese Companies and Organizations 1 単位 教育学部 
The Independent Study on Japanese Society and Gender Issues 1 単位 教育学部 
Glocal Leadership Development: Practicum 1 単位 教育学部 
<1T>The Japanese Culture and Peace 2 単位 教育学部 
 
２．常設科目【Integrated Course】 
授業科目名 単位数 備考 
Theories of Second Language Acquisition 2 単位 総合科学部 
Theories of Religious Studies Comparative Religion 2 単位 総合科学部 
Lecture on History of Indian Philosophy 2 単位 文学部 
Seminar in History of Indian Philosophy A 2 単位 文学部 
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Seminar in Indian Philosophy A 2 単位 文学部 
Introduction Seminar in Indian Philosophy and Buddhism A 2 単位 文学部 
General Seminar in Indian Philosophy and Buddhism A 2 単位 文学部 
Study of History of Buddhist Philosophy 2 単位 文学部 
Lecture on History of Buddhist Philosophy A 2 単位 文学部 
Cross-Cultural Studies on Education 2 単位 教育学部 
Comparative and Contrastive Study of Language 2 単位 教育学部 
Development and Education 2 単位 教育学部 
Qualitative Research Methods 2 単位 教育学部 
Seminar on Practical English 2 単位 理学部 
General Biosphere Science(1) 2 単位 理学部 
Practical work on writing reports and presentation (1) 2 単位 理学部 
Legal System and Japanese Society 2 単位 法学部 
Politics and Foreign Relations of Japan 2 単位 法学部 
Special Subjcet IV (Business Economics) 2 単位 経済学部 
Environmental Management Technology 2 単位 国際協力 
Asian Cultures 2 単位 国際協力 
<2T> INU Collaborated Special Lecture 2 単位 教養教育 
 
日本語・日本事情関係科目 
授業科目名 単位数 開講学期 備考 
日本語初級	 IA 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語初級	 IB 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語初級	 IC 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語初級	 ID 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語初級	 IIA 2 単位 秋・春学期 国際センター 
日本語初級	 IIB 2 単位 秋・春学期 国際センター 
日本語初級	 IIC 2 単位 秋・春学期 国際センター 
日本語中級	 IA 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語中級	 IB 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語中級	 IC 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語中級	 ID 2 単位 春学期 国際センター 
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日本語中級	 IE 2 単位 春学期 国際センター 
日本語中級	 IF 2 単位 春学期 国際センター 
日本語中級	 IIA 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語中級	 IIB 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語中級	 IIC 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語中級	 IID 2 単位 春学期 国際センター 
日本語中級	 IIE 2 単位 春学期 国際センター 
日本語中級	 IIF 2 単位 春学期 国際センター 
日本語上級	 A	 （リスニング） 2 単位 春学期 国際センター 
日本語上級	 A	 （映画） 2 単位 春学期 国際センター 
日本語上級	 A	 （語彙） 2 単位 春学期 国際センター 
日本語上級	 A	 （表現） 2 単位 春学期 国際センター 
日本語上級	 A	 （分析） 2 単位 春学期 国際センター 
日本語上級	 B	 （リスニング） 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語上級	 B	 （映画） 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語上級	 B	 （語彙） 2 単位 秋学期 国際センター 
日本語上級	 B	 （表現） 2 単位 秋学期 国際センター 






UMAP の単位互換方式であるUCTS を導入し、単位互換を促進する。 
 
II.	2017-2018年度HUSA プログラム留学生受け入れ状況	
	 2017-2018 年度は 39 名の留学生を受け入れた。期間は、殆どの学生が１年間の滞在を希
望しており、男女別で見ると 2017-2018 年度HUSA プログラムに参加した学生数は、男子




























	 2017 年 2 月には、 「グローバル化支援インターンシップ」を受講する留学生イン
ターンが担当教員の指導のもと呉市倉橋町で開催される「倉橋フェスティバル」に参
加し、地域行政の協力を得て国際交流企画に挑戦した。訪問者 12, 000 人と言われる商
業祭において地域住民と留学生の交流の場を留学生の企画により実現する貴重な国際












	 2003 年度より春学期に「HUSA インターンシップ」コースを開設して以来、毎年イ















































では、HUSA プログラム留学生が 2014 年度より「おもてなしホームステイ」に参加し、
おもてなしプラン「国際交流行事全大会」（恒松担当）では、2015 年度より高校生・
教職員・留学生の全員が参加する異文化インタラクションの場を構築している。 
u HUSA 広報活動 















IV.	2017-2018 年度 HUSA プログラム派遣留学に関する活動	
	 本学からの留学生派遣事業に関しては、本年度も 2017 年１月初旬に応募者の選考試験
を行い、中旬には短期留学交流部会で選考を行った。2-3 月には、協定大学への申請手続












































各学部等派遣留学担当係へ例年 11 月末頃までに提出する。 
５．面接（口述）試験 
(ア) 学生から提出された申請書類の留学計画を基に例年 1 月の第 1 週に面接試験を行
っている。試験は、広島大学短期留学交流部会の委員による 1 グループ 2〜3 名程
度の審査員によって実施される。審査員が学生の留学計画、異文化適応能力等に
ついてそれぞれ 5 段階評価をつけ、その平均点を最終審査会の 1 つの評価指標と
している。 
６．選考委員会の実施 














おり、2017 年度は、7 大学（韓国 2 校、ロシア 2 校、台湾 2 校、香港 1 校）へ合計 24 名を
派遣した。派遣規模は、年々拡大しており、受入れ超過傾向にある協定大学への通常の 1
学期または 1 年間の派遣を含め、今後も継続して派遣を拡大していく計画である。 
 
VI.	HUSA 留学生派遣事業の活動状況	









部と単位互換について確認する目的で、UMAP 学習計画書を 6 月の第 2 回目のオリエンテ
ーションで配布し、留学前までに提出するよう要求している。 

































 5 月 ＊広島大学附属高等学校スーパーサイエンス・ハイスクール運営指導委員会出席 
  （恒松） 
 6 月 ＊James Madison University, Head of Dormitory が広島大学を訪問（INU） 
 8月 ＊広島県立日彰館高等学校訪問「日彰館高校グローカル人材育成プログラム120 吉舎おも 
  	 てなしプラン国際交流行事」会議（恒松） 
 8月 ＊University of Jyvaskyla (フィンランド)国際オフィス表敬訪問（恒松） 
  ＊The 30th Annual Consortium of Higher Education Researchers (CHER) Conference, 
  	 University of Jyvaskyla, Finland 参加（恒松） 
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 9月 ＊Pacific Circle Consortium (PCC) 41th Annual Conference 参加 (広島JMSアステールプラザ)  
  （恒松） 
 10月 ＊University of New South Wales (UNSW)（オーストラリア）国際オフィスより表敬訪問 
 11月 ＊「地域と協働で創る多文化共生社会」公開国際セミナー開催（「グローバル化支援イン 
  	 ターンシップ」）（広島大学国際センター）（恒松） 
  ＊広島県立日彰館高校グローカル人材育成プログラム120  - 吉舎おもてなしプラン 
  「広島大学短期交換留学プログラム留学生との国際交流会」企画・司会 （恒松） 
  ＊Cardiff University（イギリス）日本語コースより表敬訪問 
2018年 
 1月 ＊広島大学附属高校スーパーサイエンス・ハイスクール「科学英語表現」英語合宿における 
  「異文化理解セミナー」講師（恒松） 
 1 月 ＊Cardinal Herrera University (CEU) (スペイン)国際オフィスより表敬訪問 
 2月 ＊呉市倉橋町「倉橋フェスティバル」における「グローバル化支援インターンシップ」実習 

















	 夏期（台湾）	 7 月 3 日〜7 月 18 日 24 名 
	 	 	 （中国）	 7 月 19 日〜8 月 4 日 40 名 
	 冬期（台湾）	 1 月 20 日〜2 月 3 日 22 名 
	 	 	 （中国）	 1 月 31 日〜2 月 14 日 67 名 





































として実施してきたもので、今年度は、3 月 15 日から 3 月 29 日の日程で、台北市の輔仁





て研修中の留学生に対して教育プログラムを提供するものである。今年度は、6 月 23 日か
ら 6 月 24 日の日程で来広した米国ラトガース大学の学生 8 名、同じく 7 月 24 日の日帰り
日程で来広したRitsumeikan Summer Japanese Program 2（RSJP2）に参加中の留学生
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19 名に対し、広島市内での平和学習を提供した。 
	 広島特別研修（ラトガース大学） 6 月 23 日～24 日 8 名 
	 	 	 	 	 	 	 （ＲＳＪＰ２） 7 月 24 日 19 名 



















































	 	 	 	 	 １）N3問題を解く	
	 	 	 	 	 ２）自己採点後、グループで学生への指導法を考える	



















	 	 	 	 ２回目：授業準備の助けになる補助教材・サイトを知る	











































































































































写真１：学内ミニセミナーの様子	 	 	 	 	 	 写真２：公開セミナーの様子その１	
	
	











 研究・その他の活動（2016年 4月〜2017年 3月）	
 
１．研究論文・著書	
Tsunematsu, Naomi (2018). Value of Experiential Learning for International Students in Study 
Abroad Programs in Japan: Intercultural Competence Outside the Western Paradigm. 
Bulletin of International Center of Hiroshima University [Hiroshima Daigaku Kokusai 
Sentâ Kiyô], 8, 1-15.  
恒松直美 「多国籍留学生の国際的体験学習における日本の学校文化との接触 – 多文化
共生の課題と教員の教育的介入 – 」	 『広島大学留学生教育』 第 21 号，2017
年，pp.1-16. 
Tsunematsu, Naomi (2016). Multinational Students' Cooperation and Agency: Theoretical Issues 
in International Students' Internship Working with the Local Society in Japan. 
International Students' Education of Hiroshima University [Hiroshima Daigaku 
Ryûgakusei Kyôiku], 20, 15-30.  
Tsunmatsu, Naomi (2018). " 'Multinational Students' Voices in International Experiential 
Learning: Standpoint of Culturally Diverse Teams inside Power Relations in Japanese 
Society" , CHER (Consortium of the Higher Education Researchers) 30th Annual 
Conference, Conference Paper 
中川正弘 「Roland Barthes : Le Degré zéro de l'écriture −	日本語翻訳と抽象の変質 −」,
『広島大学フランス文学研究』第 36 号，2017 年，pp. 22-43 (広島大学図書館











『広島大学大学院教育学研究科紀要 第二部(文化教育開発関連領域)』第 66 号，
2017 年 12 月，pp. 119-127（査読なし） 
Thomson, C. K. & Chan, S. (2017). 「実践コミュニティとしての大学院生の勉強会におけ 




Tsunematsu, Naomi, "Are International Students Culturally Deficit in Japanese Society?: 
Crossing Cultures Without the Professor's Intervention"，日本比較教育学会第 53 回
大会，東京大学，2017 年 6 月 25 日 
Tsunematsu, Naomi, "Self-evaluation of International Experiential Learning by Multinational 
Students: Cooperative Learning to Collaborate with Local Agencies in Japan"，留学生
教育学会 第 22 回年次大会（総会・研究大会），東洋大学，2016 年 8 月 19 日 
Tsunematsu, Naomi, " 'Multinational Students' Voices in International Experiential Learning: 
Standpoint of Culturally Diverse Teams inside Power Relations in Japanese Society", 
CHER (Consortium of the Higher Education Researchers) 30th Annual Conference, 
University of Jyvaskyla (Finland), 2017 年 8 月 29 日 
Tsunematsu, Naomi, " 'Emic & Etic Views on 'Multinational Students' Experiential Learning in 
Japan: Divergent Interpretations in Different Standpoints", Pacific Circle Consortium 
41st Annual Conference, 広島市国際青年会館, 2017 年 9 月 6 日 
深見兼孝 「『ようだ』が韓国語訳に反映されない『N1 のような N2』」, 2017 年度日本総
合学術学会春季大会, 広島大学（千田キャンパス），2017 年 6 月 10 日 
深見兼孝 「対訳における部分的削除と添加をとおして見た日本語と韓国語の直喩」，
2017 年韓国日本語学会秋季大会, 白石芸術大学（韓国）, 2017 年 9 月 23 日 
柳本大地 「韓国語を母語とする日本語学習者の日本語漢字単語の聴覚的認知―プライ
ミング法による意味一致判断課題を用いた実験的検討―」，『2017 年度日本語
教育学会春季大会』, 早稲田大学, 2017 年 5 月 20 日 
柳本大地 「中級の韓国人日本語学習者における日本語漢字単語の聴覚的認知―韓日 2 
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 言語間の形態異同性と音韻類似性を操作した実験的検討―」，『第五回中日韓朝
言語文化比較研究国際シンポジウム』，中国延辺大学，2017 年 8 月 20 日 
王校偉・柳本大地・ジャブルブル・松見法男	 「視線追跡による中国人上級日本語学習
者の音読の認知過程に関する研究―読解前教示と作動記憶容量の観点から―」，
『第 22 回留学生教育学会（JAISE）年次大会 第 2 部研究大会』，日本電子専門
学校，2017 年 9 月 2 日 
徐婕・徐暢・柳本大地・松見法男	 「日本語学習者は聴解においてどのような情報に注
意を向けるか―聴解時の教示操作とテキスト呈示時の視線追跡による実験的
検討―」，第 22 回留学生教育学会（JAISE）年次大会 第 2 部研究大会，日本電
子専門学校，2017 年 9 月 2 日 
韓曉・柳本大地	 「シャドーイング時の音韻・意味処理に及ぼす作動記憶容量と材料要
因の影響―2 文シャドーイング課題を用いた実験的検討―」『2017 年度日本語
教育学会秋季大会』，朱鷺メッセ（新潟県新潟市），2017 年 11 月 26 日 
柳本大地・徐暢	 「中国人上級日本語学習者における日本語文の聴覚的認知―文の構造
と作動記憶容量を操作した実験的検討―」，『第 28 回第二言語習得研究会
（JASLA）全国大会』，お茶の水女子大学，2017 年 12 月 17 日 
Chan, S. (2017). A Study of the misuse of the Japanese Noun modifier no by second language 
learners of Japanese: The Examination of the Effect of Chunking. Panel Title: I-JAS 
(International Corpus of Japanese as a Second Language) and three studies of its data. 











 恒松直美	 広島大学附属高等学校スーパーサイエンス・ハイスクール研究協力委員 
恒松直美	 教育開発国際協力研究センター(CICE)学内客員研究員 
永井敦	 	 広島大学 PEACE 学生交流プログラム，シンポジウムの運営 
永井敦	 	 広島大学平和企画，被爆者と留学生の国際交流のコーディネート 
 
B．学会活動	
恒松直美	 日本総合学術学会	 監事 
中川正弘	 日本フランス文学フランス語学会	 中国・四国支部実行委員 
中川正弘	 広島大学フランス文学研究会	 参与 
深見兼孝	 西日本言語学会	 運営委員	
深見兼孝	 日本総合学術学会	 副会長	









備えて～」(“Global Society・University・Local Society ~Preparing Yourself for 
Intercultural Contact”), ，2017年5月18日，5月25日，6月1日 
恒松直美 “What is Intercultural Adjustment?” 広島大学短期交換留学プログラム(HUSA)
「グローカル・リーダーシップ実践研究プロジェクト:	 大学と地域の協働」
最終発表会，2017年7月12日 
恒松直美  ｢日本文化理解グループ・ワーク｣ 広島大学短期交換留学プログラム(HUSA) 
 オリエンテーション，2017年9月28日 




 恒松直美 “Meaning of Experiential Learning and Cooperative Learning,” 広島大学短期交換
留学プログラム(HUSA) 「グローカル・リーダーシップ実践研究プロジェクト:	
大学と地域の協働」 プロジェクト企画発表会，2017年11月29日 






学・文学分野）における講演）, 岡山県立岡山大安寺中等教育学校，2018 年 2
月 15 日 
チャン・サリー	 豪州シドニー・ニューサウスウェルズ大学とシドニー国際交流基金開
催 日本語・日本教育大学院生ワークショップ	 運営担当，2017 年 10 月 31
日	  
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